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Ⅰ 調査概要 

１ 調査目的 
本調査は、令和６年度から令和８年度までの「加東市高齢者保健福祉計画・第９期介護
保険事業計画」を策定するにあたり、今後の高齢者福祉サービスや健康づくりの方策を検
討するために、日頃の生活や介護の状況、サービスの利用意向などの実態を把握すること
を目的として実施しました。 

２ 調査の実施について 
（１）一般高齢者・要支援認定者調査 

調査種類
加東市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画見直しのためのアンケート調査 

（一般高齢者・要支援認定者の方） 

対象者 無作為に抽出した 65歳以上の一般高齢者、要支援認定者：2,000 人 

実施期間 令和４年 12 月～令和５年１月 10 日（火） 

実施方法 郵送配布、郵送回収（回収率向上のための礼状兼督促はがきを実施） 

（２）要介護認定者調査 
調査種類

加東市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画見直しのためのアンケート調査 

（要介護認定者の方） 

対象者 要介護認定者のうち在宅の方：1,064 人 

実施期間 令和４年 12 月～令和５年１月 10 日（火） 

実施方法 郵送配布、郵送回収（回収率向上のための礼状兼督促はがきを実施） 

３ 配布数・有効回収数及び回収率
（１）一般高齢者・要支援認定者調査 

配布数 回収数 有効回収数 有効回収率 

2,000 件 1,472 件 1,472 件 73.6％ 

（２）要介護認定者調査 
配布数 回収数 有効回収数 有効回収率 

1,064 件 610 件 600 件 56.4％ 
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Ⅱ 一般高齢者・要支援認定者 調査結果 

１ 回答者属性 
（１）性別 

（２）年齢

日
常
生
活
圏
域
別

37.9

39.2

37.5

35.6

52.0

50.3

52.5

55.4

10.1

10.5

10.0

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,472）

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

男性 女性 無回答

17.9

22.5

22.1

25.8

18.0

19.7

14.3

15.7

18.3

16.3

9.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）



3 

（３）認定該当状況 

日
常
生
活
圏
域
別

18.4

18.3

16.1

23.2

20.2

22.1

18.3

16.6

19.5

12.9

18.3

12.1

17.6

16.9

22.5

9.6

9.7

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 無回答

77.8

83.3

4.2

3.2

18.0

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,469）

令和元年度調査

（n=1,541）

一般高齢者 総合事業対象者 要支援１・２
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２ 回答者のタイプ別分類 
本調査の下記の設問の結果から、回答者の「タイプ別分類」を実施しました。 

タイプ別分類 特性 想定される事業の方向性 

インドア派  

外交的 

現在は、自宅の中で楽し

む志向が強いが、潜在的

な外交的志向がある 

・介護予防事業、サロンへの参加促進 

・ボランティア等への参加促進 など 

インドア派  

内向的 

現在、今後も、自宅の中

で楽しむ志向が強い 

・介護予防など健康情報の提供 

・生涯学習情報の提供 

・在宅生活を支援するための情報提供 

など

アウトドア派  

外交的 

自宅の外で楽しむ志向が

強く、外交的志向もある

・介護予防事業、サロンへの参加促進 

・各種事業の運営者との育成支援 

・ボランティア等への参加促進 など 

アウトドア派  

内向的 

自宅の外で楽しむ志向が

強いが、外交的志向はあ

まりない 

・介護予防など健康情報の提供 

・生涯学習情報の提供 

・在宅生活を支援するための情報提供 

など
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《高齢者の「タイプ別分類」の結果概要》 

認定別にみると、要支援認定者・事業対象者の方が「インドア派内向的」の割合が高く、一般

高齢者の方が「アウトドア派外交的」の割合が高くなっています。 

性年齢別にみると、男女とも 65～84 歳で「アウトドア派外交的」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
）

イ
ン
ド
ア
派

外
交
的

イ
ン
ド
ア
派

内
向
的

ア
ウ
ト
ド
ア
派

外
交
的

ア
ウ
ト
ド
ア
派

内
向
的

無
回
答

全  体 1472 8.5 15.6 37.2 23.4 15.2 

【認定別】 

全  体 1472 8.5 15.6 37.2 23.4 15.2 

一般高齢者 1143 6.9 11.2 43.5 26.8 11.6 

要支援認定者・事業対象者 326 13.8 31.0 15.3 12.0 27.9 

【性年齢別】 

全  体 1472 8.5 15.6 37.2 23.4 15.2 

男性 65～69 歳 141 5.7 12.1 45.4 28.4 8.5 

   70～74 歳 163 5.5 11.0 42.3 33.7 7.4 

   75～79 歳 127 7.9 9.4 48.8 20.5 13.4 

   80～84 歳 90 2.2 12.2 43.3 26.7 15.6 

   85～89 歳 65 7.7 36.9 23.1 18.5 13.8 

   90～94 歳 32 9.4 21.9 12.5 18.8 37.5 

   95 歳以上 5 20.0 20.0 40.0 － 20.0 

女性 65～69 歳 146 6.8 6.8 45.9 31.5 8.9 

   70～74 歳 199 7.5 9.5 46.7 29.6 6.5 

   75～79 歳 152 11.2 12.5 45.4 19.7 11.2 

   80～84 歳 147 10.2 21.8 23.1 19.0 25.9 

   85～89 歳 134 14.9 29.1 15.7 8.2 32.1 

   90～94 歳 59 13.6 25.4 11.9 10.2 39.0 

   95 歳以上 9 11.1 55.6 11.1 22.2 －

【地域別】 

全  体 1472 8.5 15.6 37.2 23.4 15.2 

社地域 750 7.7 15.7 39.7 23.1 13.7 

滝野地域 421 9.0 14.0 33.7 25.7 17.6 

東条地域 298 9.4 17.4 35.9 21.5 15.8 
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タイプ別の分類では、「アウトドア派 外交的」が 37.2％で最も高く、次いで「アウト
ドア派 内向的」が 23.4％、「インドア派 内向的」が 15.6％と続いています。 

認
定
別

性
別
・
年
齢
別

圏
域
別

8.5 

6.9 

13.8 

5.7 

5.5 

7.9 

2.2 

7.7 

9.4 

20.0 

6.8 

7.5 

11.2 

10.2 

14.9 

13.6 

11.1 

7.7 

9.0 

9.4 

15.6 

11.2 

31.0 

12.1 

11.0 

9.4 

12.2 

36.9 

21.9 

20.0 

6.8 

9.5 

12.5 

21.8 

29.1 

25.4 

55.6 

15.7 

14.0 

17.4 

37.2 

43.5 

15.3 

45.4 

42.3 

48.8 

43.3 

23.1 

12.5 

40.0 

45.9 

46.7 

45.4 

23.1 

15.7 

11.9 

11.1 

39.7 

33.7 

35.9 

23.4 

26.8 

12.0 

28.4 

33.7 

20.5 

26.7 

18.5 

18.8 

0.0 

31.5 

29.6 

19.7 

19.0 

8.2 

10.2 

22.2 

23.1 

25.7 

21.5 

15.2

11.6

27.9

8.5

7.4

13.4

15.6

13.8

37.5

20.0

8.9

6.5

11.2

25.9

32.1

39.0

0.0

13.7

17.6

15.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,472）

一般高齢者（n=1,143）

要支援認定者・

事業対象者（n=326）

【男性】 65～69歳（n=141）

70～74歳（n=163）

75～79歳（n=127）

80～84歳（n=90）

85～89歳（n=65）

90～94歳（n=32）

95歳以上（n=5）

【女性】 65～69歳（n=146）

70～74歳（n=199）

75～79歳（n=152）

80～84歳（n=147）

85～89歳（n=134）

90～94歳（n=59）

95歳以上（n=9）

社地域（n=750）

滝野地域（n=421）

東条地域（n=298）

インドア派

外交的

インドア派

内向的

アウトドア派

外交的

アウトドア派

内向的

無回答
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３ ご家族や生活状況について 
（１）家族構成 
家族構成について、「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」が 32.9％で最も多く、次
いで「息子・娘との２世帯」が 21.2％、「その他」が 19.8％となっています。 

17.3

16.5

32.9

31.5

4.6

4.0

21.2

25.4

19.8

19.5

4.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

18.7 

17.8 

13.1 

32.9 

33.5 

32.2 

5.2 

4.3 

3.4 

18.4 

23.5 

25.2 

20.3 

16.9 

22.5 

4.5 

4.0 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

１人暮らし 夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下） 息子・娘との２世帯

その他 無回答
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（２）介護・介助の必要性 
介護・介助の必要性について、「介護・介助は必要ない」が 73.3％で最も多く、次いで
「現在、何らかの介護を受けている」が 12.0％、「何らかの介護・介助は必要だが、現在
は受けていない」が 9.2％となっています。 
令和元年度調査と比較すると、「介護・介助は必要ない」が 5.6 ポイント減少し、「現
在、何らかの介護を受けている」が 2.5 ポイント増加しています。 

73.3

78.9

9.2

8.8

12.0

9.5

5.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

73.3 

72.7 

74.5 

8.3 

9.7 

10.7 

13.1 

11.4 

10.1 

5.3 

6.2 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

介護・介助は必要ない
何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない
現在、何らかの介護を受けている
無回答
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（３）介護・介助が必要になった主な原因 
介護・介助が必要になった主な原因について、「高齢による衰弱」が 28.5％で最も多く、
次いで「転倒・骨折」が 22.1％、「その他」が 11.9％となっています。 

7.4

8.0

2.9

5.4

7.1

7.7

3.2

8.7

1.3

7.4

22.1

7.4

28.5

11.9

0.6

15.1

8.5 

12.8 

7.1 

3.9 

9.3 

9.3 

3.6 

10.7 

1.4 

6.4 

18.5 

7.8 

26.0 

15.3 

0.7 

11.7 

0% 10% 20% 30%

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

心臓病

がん（悪性新生物）

呼吸器の病気（肺気腫･肺炎等）

関節の病気（リウマチ等）

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

糖尿病

腎疾患（透析）

視覚・聴覚障害

転倒・骨折

脊椎損傷

高齢による衰弱

その他

不明

無回答

令和４年度調査（n=312）
令和元年度調査（n=281）
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（４）経済状況 
経済状況について、「ふつう」が 57.7％で最も多く、次いで「やや苦しい」が 23.6％、
「大変苦しい」が 8.6％となっています。 

8.6

7.2

23.6

23.8

57.7

62.3

6.3

4.3

0.6

0.6

3.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

7.5 

11.2 

7.7 

24.4 

24.0 

20.8 

56.3 

57.5 

62.1 

7.9 

3.8 

5.7 

0.8 

0.7 

0.0 

3.2 

2.9 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

大変苦しい やや苦しい ふつう

ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無回答
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４ からだを動かすことについて 

（１）週に１回以上外出しているか 
週に１回以上外出しているかについて、「週２～４回」が 39.6％で最も高く、次いで「週
５回以上」が 27.3％、「週１回」が 20.1％と続いています。 

9.8

7.4 

20.1

15.3 

39.6

41.6 

27.3

34.4 

3.2

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

9.1 

9.0 

12.8 

20.4 

19.7 

19.5 

40.0 

37.3 

41.9 

27.5 

30.6 

22.5 

3.1 

3.3 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

ほとんど外出しない 週１回 週２～４回

週５回以上 無回答



12 

（２）昨年と比べて外出の回数が減っているか 
昨年と比べて外出の回数が減っているかについて、「あまり減っていない」が 31.8％で
最も高く、次いで「減っていない」が 29.3％、「減っている」が 28.8％と続いています。 

6.8

5.0 

28.8

21.8 

31.8

30.8 

29.3

41.1 

3.3

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

6.9 

6.4 

7.0 

28.3 

27.6 

31.5 

30.5 

33.5 

32.6 

30.8 

29.5 

25.8 

3.5 

3.1 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

とても減っている 減っている あまり減っていない 減っていない 無回答
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（３）外出を控えているか 
外出を控えているかついて、「はい」が 32.4％、「いいえ」が 62.0％となっています。 

32.4

24.3

62.0

72.3

5.6

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

32.7 

30.4 

34.9 

61.3 

64.6 

59.4 

6.0 

5.0 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

はい いいえ 無回答
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（４）外出を控えている理由
外出を控えている理由ついて、「病気や身体的な障害」が 31.7％で最も多く、次いで「車
やバイク、自転車等を運転しなくなったため、気軽に外出できない」が 25.6％、「交通手
段がない」が 19.9％となっています。 
日常生活圏域別でみると、滝野圏域は「病気や身体的な障害」「交通手段がない」が、
他の圏域と比べて高くなっています。 

■令和元年度調査（n=375）■令和４年度調査（n=477）

31.7 

25.6 

4.8 

8.6 

19.9 

36.1 

4.0 

0% 20% 40% 60%

病気や身体的な障害

車やバイク、自転車等を

運転しなくなったため、

気軽に外出できない

家族や知り合いの

協力が得られない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

無回答

12.0 

3.5 

57.6 

20.0 

12.3 

7.5 

13.3 

7.5 

28.5 

13.6 

2.1 

0% 20% 40% 60%

病気

障害

（脳卒中の後遺症など）

足腰などの痛み

トイレの心配

（失禁など）

耳の障害

（聞こえの問題など）

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

無回答
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【日常生活圏域別】 
　■令和４年度調査 ■令和元年度調査

30.2 

27.8 

4.5 

8.6 

18.0 

36.3 

3.7 

35.2 

23.4 

4.7 

13.3 

25.0 

34.4 

3.1 

30.8 

23.1 

5.8 

2.9 

18.3 

37.5 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80%

病気や身体的な障害

車やバイク、自転車等を

運転しなくなったため、

気軽に外出できない

家族や知り合いの

協力が得られない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

無回答

社圏域（n=245）
滝野圏域（n=128）
東条圏域（n=104）

12.2 

4.4 

57.1 

20.0 

12.2 

7.3 

14.1 

6.8 

28.8 

12.7 

2.0 

15.8 

3.0 

60.4 

23.8 

9.9 

8.9 

13.9 

8.9 

23.8 

13.9 

1.0 

5.8 

1.4 

55.1 

14.5 

15.9 

5.8 

10.1 

7.2 

34.8 

15.9 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80%

病気

障害

（脳卒中の後遺症など）

足腰などの痛み

トイレの心配

（失禁など）

耳の障害

（聞こえの問題など）

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

無回答

社圏域（n=205）
滝野圏域（n=101）
東条圏域（n=69）
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（５）過去１年間に転んだ経験があるか
過去１年間に転んだ経験があるかについて、「ない」が 60.3％で最も高く、次いで「１
度ある」が 23.4％、「何度もある」が 13.0％と続いています。 

【高齢者の外出タイプ別】 

高齢者の外出タイプ別にみると、インドア派内向的では「何度もある」の割合が高く、

アウトドア派外交的で「ない」の割合が高くなっています。 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
）

何
度
も
あ
る

１
度
あ
る

な
い

無
回
答

全  体 1472 13.0 23.4 60.3 3.3 

インドア派 外交的 125 13.6 28.8 56.8 0.8 

インドア派 内向的 230 25.7 27.8 45.2 1.3 

アウトドア派 外交的 548 7.7 20.3 71.7 0.4 

アウトドア派 内向的 345 11.9 22.3 65.2 0.6 

13.0

14.2

23.4

23.1

60.3

61.4

3.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

13.3

12.4

13.4

20.3

24.5

29.2

63.2

59.6

54.4

3.2

3.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

何度もある １度ある ない 無回答
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５ 食べることについて 
（１）自分の歯が20本以上ある人の割合 
自分の歯が 20本以上ある人の割合は 39.6％となっています。 

【自分の歯が20本以上ある人の割合】 

（２）誰かと食事をともにする機会 
共食の有無について、「毎日ある」が 56.4％で最も多く、次いで「月に何度かある」が
12.3％、「ほとんどない」が 9.5％となっています。 

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

滝野圏域 東条圏域全体 社圏域

12.7 12.9 13.0 13.2 11.5 12.6 13.7 12.8 

26.5 26.7 27.1 27.7 27.5 26.4 23.9 24.2 

39.2 39.6 40.1 40.9 39.0 
39.0 37.6 37.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用 自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし(％)

56.4

55.0

7.8

8.4

12.3

16.9

7.3

9.7

9.5

8.2

6.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

54.9 

56.3 

60.1 

9.5 

7.1 

4.7 

11.5 

12.4 

14.4 

7.9 

6.9 

6.0 

9.3 

10.5 

8.7 

6.9 

6.9 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある

年に何度かある ほとんどない 無回答
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６ 毎日の生活について 
（１）パソコンやスマートフォンを使用している人の割合 
パソコンやスマートフォンを使用している（「毎日使っている」と「時々使っている」
の合計）人の割合は、53.0％となっています。 

【パソコンやスマートフォンを使用している人の割合】 

（２）趣味がある人の割合 
趣味がある人の割合は 76.2％となっています。 

【趣味がある人の割合】 

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

滝野圏域 東条圏域全体 社圏域

76.1 76.2 74.4 74.7 77.4 77.9 78.6 77.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

(％)

35.7 36.7 33.5 35.9

17.3 17.5
18.5 15.1

53.0 54.2 52.0 51.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

全体(n=1,472) 社(n=750) 滝野(n=421) 東条(n=298)

毎日使っている 時々使っている(％)
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（３）生きがいがある人の割合 
生きがいがある人の割合は 74.5％となっています。 
令和元年度調査（70.8％）と比較すると、全体で 3.7 ポイント増加しており、日常生活
圏域別でみると、東条圏域（77.5％）が令和元年度調査（71.1％）より 6.4 ポイント増加
し、最も増加した圏域となっています。 

【生きがいがある人の割合】 

【高齢者の外出タイプ別】 

高齢者の外出タイプ別にみると、他に比べ、インドア派内向的で「思いつかない」の

割合が、アウトドア派外交的、インドア派外交的で「生きがいあり」の割合が高くなっ

ています。 
単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
）

生
き
が
い
あ
り

思
い
つ
か
な
い

無
回
答

全  体 1472 74.5 19.6 5.8 

インドア派 外交的 125 80.0 19.2 0.8 

インドア派 内向的 230 50.9 46.1 3.0 

アウトドア派 外交的 548 88.3 10.8 0.9 

アウトドア派 内向的 345 78.8 18.3 2.9 

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

滝野圏域 東条圏域全体 社圏域

70.8 
74.5 

68.7 
72.9 74.4 75.1 

71.1 
77.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

(％)
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（４）必要だと思う外部の支援 
日常生活で必要だと思う外部の支援について、『必要だと感じる』（「現に支援を受け
ている」と「必要である」の合計）では、「⑥ 話し相手」が 15.5％で最も多く、次いで
「① 買い物」が 14.3％、「② ごみ出し」が 12.4％となっています。 
また、全ての項目について、令和元年度調査と比較して外部の支援が必要と感じる方が
増加しています。 

①買い物 

②ごみ出し 

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

3.6 4.0 2.8 4.4 3.9 3.3
5.3 4.0

9.7 10.3
9.5

10.8 10.9
9.7

8.7 9.7

13.3
14.3

12.3

15.2 14.8
13.0

14.0 13.7

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

1.9 3.2 
1.3 

3.3 
1.4 

1.9 4.3 4.7 

8.6 
9.2 

8.8 

9.6 

9.2 9.3 
7.5 8.1 

10.5 
12.4 

10.1 

12.9 

10.6 11.2 11.8 12.8 

0.0

5.0

10.0

15.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)
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③食事を作ること 

④居室の掃除 

⑤外出支援 

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

1.9 2.2 1.5 2.4 1.6 1.9 
3.4 2.3 

7.8 8.5 
7.0 

9.2 
9.2 8.1 

7.8 
7.0 

9.7 
10.7 

8.5 

11.6 
10.8 

10.0 
11.2 

9.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

2.8 2.9 3.3 3.5
1.2 1.9

3.7 3

7.1
8.6

5.9
8.4

9.9 9.3 6.5 8.1

9.9
11.5

9.2

11.9
11.1 11.2

10.2
11.1

0.0

5.0

10.0

15.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

2.3 2.8 2.2 2.5 1.8 2.6 3.4 3.7 

6.9 
8.8 

6.0 

9.7 
8.5 8.1 6.8 7.0 

9.2 

11.6 

8.2 

12.2 

10.3 10.7 10.2 10.7 

0.0

5.0

10.0

15.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)
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⑥話し相手 

⑦移送支援 

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

1.3 1.6 1.4 1.7 1.2 1.0 1.2 2.0 

11.9 
13.9 

10.2 

14.7 14.8 15.0 
12.1 10.4 

13.2 
15.5 

11.6 

16.4 16.0 16.0 

13.3 12.4 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

1.8 2.1 1.4 2.0 2.3 2.1 2.2 2.3 

7.9 
8.9 

7.8 
8.9 8.5 

10.5 
7.5 6.4 

9.7 
11.0 

9.2 
10.9 10.8 

12.6 

9.7 
8.7 

0.0

5.0

10.0

15.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)
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７ 地域での活動について 
（１）会・グループ等への参加頻度
地域での活動について、参加頻度を年に数回以上でみると、「⑦ 町内会・自治会活動」
が 33.2％で最も多く、次いで「⑥ 老人クラブ活動」が 21.0％、「⑧収入のある仕事」が
21.5％となっています。 
また、日常生活圏域別にみると、社圏域では「⑦ 町内会・自治会活動」と「⑧ 収入の
ある仕事」が令和元年度調査から微増していますが、その他の項目の全ての圏域で、令和
元年度調査から減少しています。

①ボランティアのグループ 

【ボランティアのグループへの参加頻度 年に数回以上】 

②スポーツ関係のグループやクラブ 

【スポーツ関係のグループやクラブへの参加頻度 年に数回以上】 

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

7.7 8.1 7.4 8.8 8.3 8.6 7.7 5.6 

8.8 7.3 7.9 6.1 8.3 7.6 11.8 
9.4 

16.5 15.4 15.3 14.9 
16.6 16.2 

19.5 

15.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

月１回以上 年に数回(％)

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

15.8 14.1 15.0 14.3 17.1 14.9 15.5 
12.1 

4.2 
4.3 3.7 4.0 

3.5 
4.3 

6.5 

5.4 

20.0 
18.4 18.7 18.3 

20.6 19.2 
22.0 

17.5 

0.0

10.0

20.0

30.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

月１回以上 年に数回(％)
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③趣味関係のグループ 

【趣味関係のグループへの参加頻度 年に数回以上】 

④学習・教養サークル 

【学習・教養サークルへの参加頻度 年に数回以上】 

⑤（かとうまちかど体操教室、ふまねっと教室など）介護予防のための通いの場 

【介護予防のための通いの場への参加頻度 年に数回以上】 

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

18.3 
14.6 16.3 15.1 

21.3 
14.2 

19.2 
14.5 

6.4 

6.3 
7.1 

6.3 

4.4 

6.2 

7.1 

6.4 

24.7 
20.9 

23.4 
21.4 

25.7 

20.4 

26.3 

20.9 

0.0

10.0

20.0

30.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

月１回以上 年に数回(％)

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

5.7 
2.8 

6.7 

3.0 
5.4 

2.7 4.0 2.7 

4.1 

3.1 

3.7 

2.8 

4.6 

2.9 

4.3 
4.0 

9.8 

5.9 

10.4 

5.8 

10.0 

5.6 

8.3 
6.7 

0.0

5.0

10.0

15.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

月１回以上 年に数回(％)

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

13.4 
8.9 

13.8 

8.0 
12.1 

9.5 

14.5 
10.8 

1.8 

1.0 

1.1 

0.8 

2.3 

1.0 

2.5 

1.7 

15.2 

9.9 

14.9 

8.8 

14.4 

10.5 

17.0 

12.5 

0.0

10.0

20.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

月１回以上 年に数回(％)
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⑥老人クラブ活動

【老人クラブ活動への参加頻度 年に数回以上】 

⑦町内会・自治会活動 

【町内会・自治会活動への参加頻度 年に数回以上】 

⑧収入のある仕事 

【収入のある仕事への参加頻度 年に数回以上】 

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

8.8 6.9 7.9 6.9 9.7 6.3 10.3 7.8 

16.9 
14.1 15.1 12.7 

13.6 
11.6 

25.5 
20.8 

25.7 
21.0 23.0 

19.6 
23.3 

17.9 

35.8 

28.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

月１回以上 年に数回(％)

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

7.9 7.4 8.2 8.5 7.8 6.4 7.4 5.8 

26.7 25.8 26.1 26.0 24.5 24.5 
31.4 

27.5 

34.6 33.2 34.3 34.5 32.3 30.9 

38.8 
33.3 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

月１回以上 年に数回(％)

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

19.6 18.9 19.3 19.6 18.9 16.9 
21.4 19.7 

3.0 2.6 3.3 3.1 2.1 
2.6 

3.4 
1.7 

22.6 21.5 22.6 22.7 
21.0 

19.5 

24.8 
21.4 

0.0

10.0

20.0

30.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

月１回以上 年に数回(％)
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（２）地域住民の有志による地域づくり活動への参加意向（参加者として）
地域づくり活動に対する参加者としての参加意向について、「参加したくない」が 40.1％
で最も多く、次いで「参加してもよい」が 37.9％、「既に参加している」が 4.3％となっ
ており、参加意向のある高齢者の割合（「是非参加したい」と「参加してもよい」と「既に
参加している」の合計）は 46.8％となっています。 
日常生活圏域別でみると、参加意向のある高齢者の割合は、社圏域が 48.6％で最も高く
なっています。 

4.6

5.2

37.9

47.2

40.1

32.2

4.3

6.7

13.0

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

4.1 

3.6 

7.0 

40.4 

35.2 

35.6 

39.9 

41.1 

39.6 

4.1 

5.2 

3.7 

11.5 

15.0 

14.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答
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（３）地域住民の有志による地域づくり活動への参加意向（企画・運営側として）
地域づくり活動に対するお世話役としての参加意向について、「参加したくない」が
59.2％で最も多く、次いで「参加してもよい」が 23.3％、「既に参加している」が 2.4％
となっており、参加意向のある高齢者の割合（「是非参加したい」と「参加してもよい」
と「既に参加している」の合計）は 27.7％となっています。 
日常生活圏域別でみると、参加意向のある高齢者の割合は、社圏域が 28.8％で最も高く
なっています。 

2.0

1.2

23.3

26.2

59.2

53.9

2.4

5.1

13.2

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

2.0 

1.7 

2.3 

24.5 

22.3 

21.8 

60.0 

58.0 

58.4 

2.3 

2.6 

2.3 

11.2 

15.4 

15.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答
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（４）参加したいボランティアの内容 
参加したいボランティアの内容について、「参加したいとは思わない」が 41.4％で最も
多く、次いで「地域のふれあいサロン等の手伝いをする」が 16.4％、「通院・買物など外
出の手伝いをする」が 9.0％となっています。 
日常生活圏域別でみると、「参加したいとは思わない」では、東条圏域が 43.6％で最も
高くなっています。 

8.2 

16.4 

6.4 

6.4 

6.7 

2.0 

9.0 

2.6 

41.4 

21.5 

9.1 

17.9 

6.2 

6.8 

6.5 

2.3 

8.6 

3.6 

33.2 

28.4 

0% 20% 40% 60%

施設入所者と交流したり、施設の手伝いを

する

地域のふれあいサロン等の手伝いをする

行事等の企画や運営をする

高齢者の話し相手や掃除などの日常生活の支

援（生活支援サポーターなど）

地域の体操教室などでボランティア（介護予

防サポーターなど）

認知症のご本人と家族を支援し、見守るボラ

ンティア（認知症サポーターなど）

通院・買物など外出の手伝いをする

その他

参加したいとは思わない

無回答

令和４年度調査（n=1,472）
令和元年度調査（n=1,541）
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【日常生活圏域別】 

9.1 

15.2 

7.1 

7.3 

6.3 

2.0 

9.2 

2.5 

41.6 

21.3 

8.3 

17.8 

6.2 

5.9 

7.1 

2.1 

8.3 

3.1 

39.4 

21.9 

6.0 

17.4 

5.0 

4.4 

7.4 

2.0 

9.4 

2.3 

43.6 

21.8 

0% 20% 40% 60%

施設入所者と交流したり、施設の手伝いを

する

地域のふれあいサロン等の手伝いをする

行事等の企画や運営をする

高齢者の話し相手や掃除などの日常生活の支

援（生活支援サポーターなど）

地域の体操教室などでボランティア（介護予

防サポーターなど）

認知症のご本人と家族を支援し、見守るボラ

ンティア（認知症サポーターなど）

通院・買物など外出の手伝いをする

その他

参加したいとは思わない

無回答

社圏域（n=750）
滝野圏域（n=421）
東条圏域（n=298）
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８ たすけあいについて 
（１）家族や友人・知人以外で、何かあったときに相談する相手がいない割

合 
家族や友人・知人以外で、何かあったときに相談する相手がいない人の割合は 29.4％と
なっています。 

【家族や友人・知人以外で、何かあったときに相談する相手がいない人の割合】 

（２）友人・知人と会う頻度がほとんどない人の割合 
友人・知人と会う頻度がほとんどない人の割合は 17.9％となっています。 

【友人・知人と会う頻度がほとんどない人の割合】 

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

28.6 29.4 28.6 

32.0 
30.3 

27.3 26.4 26.2 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

(％)

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

13.9 

17.9 

14.5 

18.8 

13.9 

18.1 

12.4 

15.8 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

(％)
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９ 健康について 
（１）現在、病院・医院にかかっているか 
現在、病院・医院にかかっているかについて、「通院している」が 81.5％で最も多く、
次いで「かかっていない」が 13.7％、「往診を受けている」が 1.9％となっています。 

81.5

79.0

1.9

2.3

13.7

14.4

2.9

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

81.3 

81.2 

82.2 

2.3 

1.7 

1.3 

13.7 

14.5 

12.8 

2.7 

2.6 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

通院している 往診を受けている かかっていない 無回答
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（２）かかりつけの医師の有無 
現在、病院・医院にかかっていない人のかかりつけの医師の有無について、「はい」が
56.4％「いいえ」が 35.1％となっています。 
日常生活圏域別でみると、現在、病院・医院にかかっていない人のかかりつけの医師が
いる人の割合は、滝野圏域が 63.9％で最も高く、東条圏域が 44.7％で最も低くなってい
ます。 

56.4

49.1

35.1

31.1

8.4

19.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=202）

令和元年度調査

（n=222）

日
常
生
活
圏
域
別

56.3 

63.9 

44.7 

36.9 

29.5 

39.5 

6.8 

6.6 

15.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=103）

滝野圏域

（n=61）

東条圏域

（n=38）

いる いない 無回答
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（３）今後の介護予防の取り組みに関して興味のあること 
今後の介護予防の取り組みに関して興味のあることについて、「自宅で手軽にできる運
動や健康づくり」が 59.9％で最も高く、次いで「転倒予防のための運動」が 27.1％、「地
域の集いの場への参加や体操グループへの参加」が 17.0 と続いています。 

59.9 

17.0 

27.1 

9.2 

13.0 

6.1 

7.5 

5.4 

2.4 

3.1 

19.7 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅で手軽にできる運動や健康づくり

地域の集いの場への参加や体操グループへの

参加

転倒予防のための運動

トレーニングマシンを使った運動

バランスのよい食事をとるための栄養に関す

る講座への参加

自分で食事を続けられるよう、口や歯の手入

れに関する講座や教室への参加

認知症をテーマにした講演会への参加

介護予防をテーマにした講演会への参加

支援を必要としている方や介護施設などへの

ボランティア活動

その他

無回答 全体（n=1,472）
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【日常生活圏域別】 

59.7 

16.5 

26.3 

8.7 

13.5 

6.0 

7.1 

5.5 

2.5 

3.5 

20.7 

61.5 

15.7 

30.6 

8.6 

11.2 

5.9 

8.1 

4.5 

2.6 

3.3 

18.3 

57.7 

20.1 

23.5 

11.4 

14.4 

6.4 

7.7 

6.0 

1.7 

2.0 

19.5 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅で手軽にできる運動や健康づくり

地域の集いの場への参加や体操グループへの

参加

転倒予防のための運動

トレーニングマシンを使った運動

バランスのよい食事をとるための栄養に関す

る講座への参加

自分で食事を続けられるよう、口や歯の手入

れに関する講座や教室への参加

認知症をテーマにした講演会への参加

介護予防をテーマにした講演会への参加

支援を必要としている方や介護施設などへの

ボランティア活動

その他

無回答

社圏域（n=750）
滝野圏域（n=421）
東条圏域（n=298）
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（４）主観的な健康感 
主観的健康感について、「まあよい」が 67.7％で最も多く、次いで「あまりよくない」
が 15.7％、「とてもよい」が 10.5％となっています。 

10.5

9.2

67.7

68.2

15.7

18.1

3.1

2.1

3.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

10.5 

10.2 

10.7 

69.1 

67.7 

64.4 

14.3 

16.6 

18.1 

3.3 

2.9 

2.3 

2.8 

2.6 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答
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（５）幸福感 
幸福感について、「幸せ（７～９点）」が 44.9％で最も多く、次いで「ふつう（４～６
点）」が 29.7％、「とても幸せ（10点）」が 14.2％となっています。 
日常生活圏域別でみると、『幸せ（「とても幸せ（10点）」と「幸せ（７～９点）」の
合計）』では、東条圏域が 64.1％で最も高くなっています。 

（６）喫煙率
喫煙率については 8.4％となっています。 

【喫煙者の割合】 

14.2

11.4

44.9

47.0

29.7

32.5

4.5

3.8

0.5

0.5

6.0

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

13.1 

14.3 

17.1 

44.4 

44.2 

47.0 

31.4 

30.1 

24.4 

4.3 

5.3 

3.6 

0.3 

0.5 

0.9 

5.7

5.5

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

とても幸せ（10点） 幸せ（７～９点） ふつう（４～６点）

不幸（１～３点） とても不幸（０点） 無回答

(n=1,541) (n=1,472) (n=786) (n=750) (n=433) (n=421) (n=322) (n=298)

全体 社圏域 滝野圏域 東条圏域

8.1 7.7 7.4 8.3 8.3 8.3 9.6 8.7 

1.4 
0.7 1.3 

1.2 2.1 1.2 
0.6 

0.3 

9.5 
8.4 8.7 

9.5 
10.4 

9.5 10.2 
9.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

ほぼ毎日吸っている 時々吸っている(％)



37 

１０ 認知症について 
（１）認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいるか 
認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいるかについては、「はい」が
10.0％、「いいえ」が 85.8％となっています。 

10.0

9.7

85.8

87.0

4.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

9.5 

10.2 

11.1 

86.4 

86.5 

83.2 

4.1 

3.3 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

はい いいえ 無回答
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（２）認知症の相談窓口の周知状況 
認知症に関する相談窓口を知っているかについて、「はい」が 26.4％、「いいえ」が 66.2％
となっています。 

26.4

31.7

66.2

62.2

7.5

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

24.5 

28.7 

27.9 

68.0 

64.6 

63.4 

7.5 

6.7 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

はい いいえ 無回答
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（３）認知症について加東市が優先的に取り組む必要がある施策 
認知症について加東市が優先的に取り組む必要がある施策について、「認知症の早期発
見、早期対応に対する取り組み」が 62.8％で最も多く、次いで「認知症に関する相談窓口
の充実」が 37.6％、「認知症の人と家族を支え見守るネットワークづくり対策」が 22.4％
となっています。 

※「若年性認知症の人への支援」、「認知症の理解を深めるための「認知症サポーター養成講
座」の実施」については、令和４年度調査から追加された選択肢

62.8 

37.6 

17.9 

19.5 

22.4 

10.7 

8.2 

7.3 

1.4 

18.5 

42.6 

27.0 

20.8 

24.9 

23.8 

11.0 

1.7 

17.3 

0% 20% 40% 60% 80%

認知症の早期発見、早期対応に対する取組

認知症に関する相談窓口の充実

認知症に関する知識の習得や情報交換を行う

「家族介護者のつどい」などの家族への支援

誰もが気軽に参加でき、集う場である「認知

症( 物忘れ) 予防カフェ」の実施

認知症の人と家族を支え見守るネットワーク

づくり対策

認知症の人が活躍できる場、社会参加できる

機会の増加

若年性認知症の人への支援

認知症の理解を深めるための「認知症サポー

ター養成講座」の実施

その他

無回答

令和４年度調査（n=1,472）
令和元年度調査（n=1,541）
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【日常生活圏域別】 

63.3 

37.9 

18.8 

18.5 

21.1 

11.9 

8.8 

7.3 

1.2 

18.0 

61.8 

37.5 

17.8 

20.2 

25.2 

9.0 

8.1 

5.7 

1.7 

18.5 

62.8 

36.9 

15.4 

20.8 

22.1 

9.7 

7.0 

9.7 

1.3 

19.8 

0% 20% 40% 60% 80%

認知症の早期発見、早期対応に対する取組

認知症に関する相談窓口の充実

認知症に関する知識の習得や情報交換を行う

「家族介護者のつどい」などの家族への支援

誰もが気軽に参加でき、集う場である「認知

症( 物忘れ) 予防カフェ」の実施

認知症の人と家族を支え見守るネットワーク

づくり対策

認知症の人が活躍できる場、社会参加できる

機会の増加

若年性認知症の人への支援

認知症の理解を深めるための「認知症サポー

ター養成講座」の実施

その他

無回答

社圏域（n=750）
滝野圏域（n=421）
東条圏域（n=298）
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1１ 市で実施している主な介護予防・生活支援・福祉サービスについて
（１）介護予防・生活支援サービスの認知度状況 
介護予防・生活支援サービスの認知度状況について、「① かとうまちかど体操教室」が
47.8％で最も多く、次いで「③ かとう介護ファミリーサポートセンター」が 13.2％、「② 
物忘れ予防カフェ」が 11.1％と続いています。 

①かとうまちかど体操教室 

【かとうまちかど体操教室 認知度】 

②物忘れ予防カフェ 

【物忘れ予防カフェ 認知度】 

47.8 
45.7 

50.4 49.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

全体(n=1,472) 社(n=750) 滝野(n=421) 東条(n=298)

(％)

11.1 
12.0 

11.2 

8.7 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

全体(n=1,472) 社(n=750) 滝野(n=421) 東条(n=298)

(％)
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③かとう介護ファミリーサポートセンター 

【かとう介護ファミリーサポートセンター 認知度】 

④物忘れチェック 

【物忘れチェック 認知度】 

⑤ふまねっと教室 

【ふまねっと教室 認知度】 

13.2 13.2 13.3 
12.4 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

全体(n=1,472) 社(n=750) 滝野(n=421) 東条(n=298)

(％)

9.3 8.8 
10.0 9.7 

0.0

5.0

10.0

15.0

全体(n=1,472) 社(n=750) 滝野(n=421) 東条(n=298)

(％)

7.5 7.3 7.4 

8.4 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

全体(n=1,472) 社(n=750) 滝野(n=421) 東条(n=298)

(％)
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12 今後の生活と福祉や介護保険制度について
（１）今後の住まいの希望 
今後の住まいについて考えていることについて、「現在の住居で暮らし続けたい」が
80.8％で最も多く、次いで「特別養護老人ホーム（常時介護が必要で、自宅介護が困難な
方が生活する介護保険施設）」が 3.5％、「介護サービス付高齢者賃貸住宅（高齢者の支援
サービスが利用できるバリアフリーの住宅）等」が 3.1％となっています。 
日常生活圏域別でみると、全ての圏域で「現在の住居で暮らし続けたい」の割合が概ね
８割となっています。 

80.8

81.2

0.8

0.8

3.5

4.8

3.1

3.3

1.5

1.2

10.3

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

79.9 

81.5 

82.6 

1.1 

0.7 

0.3 

3.7 

3.3 

2.7 

3.7 

3.3 

1.0 

1.7 

1.4 

1.0 

9.9 

9.7 

12.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

現在の住居で暮らし続けたい
子どもや親せきなどの家に移って暮らしたい
特別養護老人ホーム（常時介護が必要で、自宅介護が困難な方が生活する介護保険施設）
介護サービス付高齢者賃貸住宅（高齢者の支援サービスが利用できるバリアフリーの住宅）等
その他
無回答
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（２）今後の住まいへの考えについての話し合い 
今後の住まいについての話し合いについて、「全くしていない」が 46.8％で最も多く、
次いで「話し合ったことがある」が 44.0％、「話し合い、その結果を紙などに記載した」
が 0.8％となっています。 

46.8

47.3

44.0

41.3

0.8

0.9

8.4

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=1,472）

令和元年度調査

（n=1,541）

日
常
生
活
圏
域
別

47.2 

46.8 

46.0 

43.3 

46.3 

42.3 

1.2 

0.0 

1.0 

8.3 

6.9 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=750）

滝野圏域

（n=421）

東条圏域

（n=298）

全くしていない
話し合ったことがある
話し合い、その結果を紙などに記載した
無回答
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（３）加東市において、特に重要になると思う施策 
これからの加東市において特に重要になる施策について、「買い物支援、宅配、給食・
配食サービスなど食を支えるサービス」が 34.2％で最も多く、次いで「移送サービスや公
共交通などの交通機関の充実」が 26.2％、「高齢者が参加する健康づくりや趣味等のグル
ープ活動を身近な地域で行う通いの場づくり」が 20.7％となっています。 

20.7 

5.7 

13.6 

14.5 

34.2 

9.9 

19.2 

14.7 

8.2 

12.9 

26.2 

6.0 

8.4 

3.3 

6.7 

3.2 

1.0 

17.9 

27.4 

9.2 

22.8 

20.8 

37.6 

15.1 

25.6 

23.9 

13.3 

24.1 

36.9 

8.6 

12.6 

10.3 

16.9 

6.6 

0.7 

17.8 

0% 10% 20% 30% 40%

高齢者が参加する健康づくりや趣味等のグループ

活動を身近な地域で行う通いの場づくり

高齢者自身のボランティア活動参加促進による相

互に支えるしくみづくり

自治会や事業所などとの連携による高齢者を地域

で見守り、支えるネットワークづくり

高齢者のいきがいと活躍の場づくり（高齢者の雇

用や社会参加の促進）

買い物支援、宅配、給食・配食サービスなど食を

支えるサービス

訪問理美容（理・美容店に行くことが困難な方

に、理・美容師が出張して行うサービス）

介護サービス（訪問介護、通所介護、短期入所な

ど）の質の向上

介護サービス事業所（入所施設も含む）などの量

的充実

地域における高齢者の総合相談機能（地域包括支

援センター）の充実

地域医療、リハビリテーション、看護の充実

移送サービスや公共交通などの交通機関の充実

介護保険施設ではない高齢者向け住宅などの住宅

施策

生活困窮予防などの対策

自主防災組織等との連携など災害時の援護体制の

整備

認知症を有する人の暮らしを守るための施策

高齢者の虐待や消費者被害の防止

その他

無回答

令和４年度調査（n=1,472）
令和元年度調査（n=1,541）
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【日常生活圏域別】 

20.0 

6.3 

14.8 

15.9 

32.7 

8.3 

20.9 

14.1 

8.3 

15.1 

22.5 

7.9 

9.3 

3.5 

6.4 

3.7 

0.7 

17.5 

20.4 

5.9 

12.8 

13.8 

37.1 

10.0 

18.3 

15.9 

8.1 

11.4 

27.8 

5.5 

7.1 

3.6 

6.2 

2.1 

1.4 

18.1 

22.8 

4.0 

11.7 

11.7 

34.6 

14.1 

16.1 

14.4 

8.1 

9.7 

33.6 

2.3 

7.7 

2.7 

8.4 

3.4 

1.0 

18.5 

0% 10% 20% 30% 40%

高齢者が参加する健康づくりや趣味等のグループ

活動を身近な地域で行う通いの場づくり

高齢者自身のボランティア活動参加促進による相

互に支えるしくみづくり

自治会や事業所などとの連携による高齢者を地域

で見守り、支えるネットワークづくり

高齢者のいきがいと活躍の場づくり（高齢者の雇

用や社会参加の促進）

買い物支援、宅配、給食・配食サービスなど食を

支えるサービス

訪問理美容（理・美容店に行くことが困難な方

に、理・美容師が出張して行うサービス）

介護サービス（訪問介護、通所介護、短期入所な

ど）の質の向上

介護サービス事業所（入所施設も含む）などの量

的充実

地域における高齢者の総合相談機能（地域包括支

援センター）の充実

地域医療、リハビリテーション、看護の充実

移送サービスや公共交通などの交通機関の充実

介護保険施設ではない高齢者向け住宅などの住宅

施策

生活困窮予防などの対策

自主防災組織等との連携など災害時の援護体制の

整備

認知症を有する人の暮らしを守るための施策

高齢者の虐待や消費者被害の防止

その他

無回答

社圏域（n=750）
滝野圏域（n=421）
東条圏域（n=298）
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13 日常生活圏域ごとの状況 
（１）社圏域 
○ １人暮らしの世帯の割合が 18.7％で、３圏域の中で最も多くなっています。 

○ 家族や友人・知人以外で相談する相手がいない人の割合が 32.0％で、３圏域の中で最

も多くなっています。 

○ 友人・知人と会う頻度がほとんどない人の割合が 18.8％で、３圏域の中で最も多くな

っています。 

○ 地域活動への参加状況では、「趣味関係のグループ」（21.4％）、「町内会・自治会

活動」（34.5％）、「収入のある仕事」（22.7％）の３項目が３圏域の中で最も多く

なっています。 

○ 地域活動への参加意向（48.6％）、お世話役での参加意向（28.8％）について、とも

に３圏域の中で最も多くなっています。 

○ 介護予防・生活支援サービスについて、「物忘れ予防カフェ」（12.0％）が３圏域の

中で最も多くなっています。 

○ 主観的な健康状態の「よい」の割合が 79.6％で、３圏域の中で最も多くなっていま

す。 

○ 認知症の相談窓口の周知状況では「知っている」が 24.5％で、３圏域の中で最も少な

くなっています。 

■家族や生活状況について       （単位：％）

家族構成 

介護・介助

を受けてい

る方・必要

な方 

経済状況が

「苦しい」

共食の機会

が「年に数

回・ほとん

どない」 

たすけあいについて 

1 人暮らし

夫婦 2人暮

らし(配偶

者 65 歳以

上) 

家族や友

人・知人以

外で相談す

る相手が 

いない 

友人・知人

と会う頻度

がほとんど

ない 

社圏域 18.7 32.9 21.4 31.9 17.2 32.0 18.8 

滝野圏域 17.8 33.5 21.1 35.2 17.4 27.3 18.1 

東条圏域 13.1 32.2 20.8 28.5 14.7 26.2 15.8 

■地域活動への参加状況と参加意向      （単位：％）

参加状況 参加意向 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
グ
ル
ー
プ

や
ク
ラ
ブ

趣
味
関
係
の
グ
ル
ー
プ

学
習
・
教
養
サ
ー
ク
ル

介
護
予
防
の
た
め
の

通
い
の
場

シ
ニ
ア
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
活

動町
内
会
・
自
治
会
活
動

収
入
の
あ
る
仕
事

地
域
活
動
へ
の
参
加
意
向
あ

り 地
域
活
動
の
お
世
話
役
と
し

て
の
参
加
意
向
あ
り

社圏域 14.9 18.3 21.4 5.8 8.8 19.6 34.5 22.7 48.6 28.8 

滝野圏域 16.2 19.2 20.4 5.6 10.5 17.9 30.9 19.5 44.0 26.6 

東条圏域 15.0 17.5 20.9 6.7 12.5 28.6 33.3 21.4 46.3 26.4 
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■介護予防・生活支援・福祉サービスの認知度     

（単位：％）

介護予防・生活支援サービスの認知度 

か
と
う
ま
ち
か
ど
体
操
教
室

物
忘
れ
予
防
カ
フ
ェ

か
と
う
介
護
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
【
社
会
福
祉
協
議

会
】

物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク

ふ
ま
ね
っ
と
教
室

社圏域 45.7 12.0 13.2 8.8 7.3 

滝野圏域 50.4 11.2 13.3 10.0 7.4 

東条圏域 49.3 8.7 12.4 9.7 8.4 

■主観的な健康状態と認知症の相談窓口の周知状況    （単位：％）

主観的な健康状態 認知症の相談窓口の周知状況 

よい よくない 知っている 知らない 

社圏域 79.6 17.6 24.5 68.0 

滝野圏域 77.9 19.5 28.7 64.6 

東条圏域 75.1 20.4 27.9 63.4 
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（２）滝野圏域 
○ 夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）世帯が 33.5％で、３圏域の中で最も多くなって

います。 

○ 経済状況が苦しい人の割合が 35.2％で、３圏域の中で最も多くなっています。 

○ 共食の機会が「年に数回・ほとんどない」人の割合が 17.4％で、３圏域の中で最も多

くなっています。 

○ 地域活動への参加状況では、「ボランティアのグループ」（16.2％）、「スポーツ関

係のグループやクラブ」（19.2％）について、ともに３圏域の中で最も多くなってい

ます。 

○ 地域活動への参加意向（44.0％）について３圏域の中で最も少なくなっています。 

○ 介護予防・生活支援サービスの認知度について、「かとうまちかど体操教室」

（50.4％）、「かとう介護ファミリーサポートセンター【社会福祉協議会】」

（13.3％）、「物忘れチェック」（10.0％）の３項目が３圏域の中で最も多くなって

います。 

○ 認知症の相談窓口の周知状況について、知っている人の割合が 28.7％で、３圏域の中

で最も多くなっています。 

■家族や生活状況について       （単位：％）

家族構成 

介護・介助

を受けてい

る方・必要

な方 

経済状況が

「苦しい」

共食の機会

が「年に数

回・ほとん

どない」 

たすけあいについて 

1 人暮らし

夫婦 2人暮

らし(配偶

者 65 歳以

上) 

家族や友

人・知人以

外で相談す

る相手が 

いない 

友人・知人

と会う頻度

がほとんど

ない 

社圏域 18.7 32.9 21.4 31.9 17.2 32.0 18.8 

滝野圏域 17.8 33.5 21.1 35.2 17.4 27.3 18.1 

東条圏域 13.1 32.2 20.8 28.5 14.7 26.2 15.8 

■地域活動への参加状況と参加意向      （単位：％）

参加状況 参加意向 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
グ
ル
ー
プ

や
ク
ラ
ブ

趣
味
関
係
の
グ
ル
ー
プ

学
習
・
教
養
サ
ー
ク
ル

介
護
予
防
の
た
め
の

通
い
の
場

シ
ニ
ア
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
活

動町
内
会
・
自
治
会
活
動

収
入
の
あ
る
仕
事

地
域
活
動
へ
の
参
加
意
向
あ

り 地
域
活
動
の
お
世
話
役
と
し

て
の
参
加
意
向
あ
り

社圏域 14.9 18.3 21.4 5.8 8.8 19.6 34.5 22.7 48.6 28.8 

滝野圏域 16.2 19.2 20.4 5.6 10.5 17.9 30.9 19.5 44.0 26.6 

東条圏域 15.0 17.5 20.9 6.7 12.5 28.6 33.3 21.4 46.3 26.4 
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■介護予防・生活支援・福祉サービスの認知度     

（単位：％）

介護予防・生活支援サービスの認知度 

か
と
う
ま
ち
か
ど
体
操
教
室

物
忘
れ
予
防
カ
フ
ェ

か
と
う
介
護
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
【
社
会
福
祉
協
議

会
】

物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク

ふ
ま
ね
っ
と
教
室

社圏域 45.7 12.0 13.2 8.8 7.3 

滝野圏域 50.4 11.2 13.3 10.0 7.4 

東条圏域 49.3 8.7 12.4 9.7 8.4 

■主観的な健康状態と認知症の相談窓口の周知状況    （単位：％）

主観的な健康状態 認知症の相談窓口の周知状況 

よい よくない 知っている 知らない 

社圏域 79.6 17.6 24.5 68.0 

滝野圏域 77.9 19.5 28.7 64.6 

東条圏域 75.1 20.4 27.9 63.4 
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（３）東条圏域 
○ 一人暮らし（13.1％）、夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）（32.2％）の割合が、

ともに３圏域の中で最も少なくなっています。 

○ 経済状況が苦しい人の割合が 28.5％で、３圏域の中で最も少なくなっています。 

○ 共食の機会が「年に数回・ほとんどない」人の割合が 14.7％で、３圏域の中で最も少

なくなっています。 

○ 家族や友人・知人以外で相談する相手がいない人の割合が 26.2％で、３圏域の中で最

も少なくなっています。 

○ 友人・知人と会う頻度がほとんどない人の割合が 15.8％で、３圏域の中で最も少なく

なっています。 

○ 地域活動への参加状況では、「学習・教養サークル」（6.7％）、「介護予防のため

の通いの場」（12.5％）、「シニア（老人クラブ）活動」（28.6％）の３項目が３圏

域の中で最も多くなっています。 

○ 地域活動のお世話役としての参加意向がある人の割合が 26.4％で、３圏域の中で最も

少なくなっています。 

○ 介護予防・生活支援サービスの認知度について、「ふまねっと教室」が 8.4％で、３

圏域の中で最も高くなっています。 

○ 主観的な健康状態の「よくない」人の割合が 20.4％で、３圏域の中で最も多くなって

います。 

■家族や生活状況について       （単位：％）

家族構成 

介護・介助

を受けてい

る方・必要

な方 

経済状況が

「苦しい」

共食の機会

が「年に数

回・ほとん

どない」 

たすけあいについて 

1 人暮らし

夫婦 2人暮

らし(配偶

者 65 歳以

上) 

家族や友

人・知人以

外で相談す

る相手が 

いない 

友人・知人

と会う頻度

がほとんど

ない 

社圏域 18.7 32.9 21.4 31.9 17.2 32.0 18.8 

滝野圏域 17.8 33.5 21.1 35.2 17.4 27.3 18.1 

東条圏域 13.1 32.2 20.8 28.5 14.7 26.2 15.8 

■地域活動への参加状況と参加意向      （単位：％）

参加状況 参加意向 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
グ
ル
ー
プ

や
ク
ラ
ブ

趣
味
関
係
の
グ
ル
ー
プ

学
習
・
教
養
サ
ー
ク
ル

介
護
予
防
の
た
め
の

通
い
の
場

シ
ニ
ア
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
活

動町
内
会
・
自
治
会
活
動

収
入
の
あ
る
仕
事

地
域
活
動
へ
の
参
加
意
向
あ

り 地
域
活
動
の
お
世
話
役
と
し

て
の
参
加
意
向
あ
り

社圏域 14.9 18.3 21.4 5.8 8.8 19.6 34.5 22.7 48.6 28.8 

滝野圏域 16.2 19.2 20.4 5.6 10.5 17.9 30.9 19.5 44.0 26.6 

東条圏域 15.0 17.5 20.9 6.7 12.5 28.6 33.3 21.4 46.3 26.4 
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■介護予防・生活支援・福祉サービスの認知度     

（単位：％）

介護予防・生活支援サービスの認知度 

か
と
う
ま
ち
か
ど
体
操
教
室

物
忘
れ
予
防
カ
フ
ェ

か
と
う
介
護
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
【
社
会
福
祉
協
議

会
】

物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク

ふ
ま
ね
っ
と
教
室

社圏域 45.7 12.0 13.2 8.8 7.3 

滝野圏域 50.4 11.2 13.3 10.0 7.4 

東条圏域 49.3 8.7 12.4 9.7 8.4 

■主観的な健康状態と認知症の相談窓口の周知状況    （単位：％）

主観的な健康状態 認知症の相談窓口の周知状況 

よい よくない 知っている 知らない 

社圏域 79.6 17.6 24.5 68.0 

滝野圏域 77.9 19.5 28.7 64.6 

東条圏域 75.1 20.4 27.9 63.4 
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Ⅲ 要介護認定者 調査結果 

１ 回答者属性 
（１）年齢
年齢について、「85歳以上」が 45.8％で最も多く、次いで「80～84歳」が 12.7％、
「75～79歳」が 10.5％と続いています。 
日常生活圏域別でみると、「85 歳以上」では東条圏域が 54.8％で最も多くなっていま
す。 
要介護度別でみると、「85歳以上」では要介護１・２が 48.1％となっています。 

（２）認定該当状況 
認定該当状況では、「要介護１」が 40.5％で最も高く、次いで「要介護２」が 29.8％、
「要介護３」が 14.2％と続いています。 

日
常
生
活
圏
域
別

要
介
護
度
別

4.5 

4.6 

2.6 

6.7 

3.8 

6.2 

6.0 

6.8 

7.7 

2.2 

4.8 

9.0 

10.5 

9.8 

14.8 

7.4 

9.3 

13.6 

12.7 

13.4 

14.8 

8.9 

13.8 

10.2 

45.8 

44.3 

40.6 

54.8 

48.1 

40.1 

20.5 

21.2 

19.4 

20.0 

20.2 

20.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=600）

社圏域

（n=307）

滝野圏域

（n=155）

東条圏域

（n=135）

要介護１・２

（n=420）

要介護３～５

（n=177）

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 無回答

40.5 29.8 14.2 8.4 7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=597）

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５
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２ 家族や生活状況について 
（１）家族構成 
家族構成について、「息子・娘との２世帯」が 38.3％で最も多く、次いで「夫婦２人暮
らし（配偶者 65歳以上）」が 20.0％、「１人暮らし」が 17.7％と続いています。 

17.7

17.1

20.0

22.0

2.5

1.1

38.3

39.9

16.8

18.3

4.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=600）

令和元年度調査

（n=709）

Ｒ
4
要
介
護
度
別

18.8 

14.1 

19.8 

20.9 

1.7 

4.5 

39.8 

35.0 

14.8 

22.0 

5.2 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

（n=420）

要介護３～５

（n=177）

Ｒ
１
要
介
護
度
別

19.9 

9.4 

22.8 

19.9 

1.2 

1.0 

40.0 

39.8 

15.3 

26.7 

1.0 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

（n=518）

要介護３～５

（n=191）

日
常
生
活
圏
域
別

19.5 

17.4 

12.6 

19.5 

21.3 

20.0 

2.0 

3.2 

3.0 

36.8 

40.0 

40.0 

17.3 

14.8 

18.5 

4.9 

3.2 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=307）

滝野圏域

（n=155）

東条圏域

（n=135）

１人暮らし 夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下） 息子・娘との２世帯

その他 無回答
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（２）認定を受けることになった主な原因 
認定を受けることになった主な原因について、「認知症（アルツハイマー病等）」が 21.5％
で最も多く、次いで「転倒・骨折」が 13.2％、「脳卒中（脳出血･ 脳梗塞等）」が 12.7％、
となっています。 

12.7 

3.5 

1.0 

1.0 

3.3 

21.5 

2.3 

1.2 

1.2 

1.2 

13.2 

2.5 

11.8 

8.5 

1.5 

13.7 

11.7 

3.3 

1.0 

1.2 

3.8 

21.4 

2.4 

1.4 

1.4 

1.7 

13.6 

2.1 

11.4 

8.3 

1.9 

13.3 

15.3 

4.0 

1.1 

0.6 

2.3 

21.5 

2.3 

0.0 

0.6 

0.0 

12.4 

3.4 

12.4 

9.0 

0.6 

14.7 

0% 10% 20% 30%

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

心臓病

がん（悪性新生物）

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

関節の病気（リウマチ等）

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

糖尿病

腎疾患（透析）

視覚・聴覚障害

転倒・骨折

脊椎損傷

高齢による衰弱

その他

不明

無回答

全体（n=600）
要介護１・２（n=420）
要介護３～５（n=177）
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（３）介護・介助の必要性 
介護・介助の必要性について、「現在、何らかの介護を受けている」が 88.8％で最も多
く、次いで「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が 6.8％、「介護・介
助は必要ない」が 3.5％となっています。 

（４）主な介護者 
主な介護者について、「介護サービスのヘルパー」が 37.1％で最も多く、次いで「配偶
者（夫・妻）」が 32.6％、「娘」が 32.3％となっています。 

要
介
護
度
別

3.5 

4.8 

0.6 

6.8 

9.0 

1.1 

88.8 

85.2 

97.7 

0.8 

1.0 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=600）

要介護１・２

（n=420）

要介護３～５

（n=177）

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている

無回答

32.6

28.0

32.3

21.6

4.9

2.8

37.1

12.8

3.2

29.9 

29.9 

34.6 

23.5 

4.7 

3.1 

34.6 

7.8 

3.9 

38.7 

23.7 

27.2 

17.3 

5.2 

2.3 

42.2 

23.1 

1.7 

0% 20% 40% 60%

配偶者（夫・妻）

息子

娘

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

介護サービスのヘルパー

その他

無回答

全体（n=533）
要介護１・２（n=358）
要介護３～５（n=173）
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【家族構成別】 

1.1 

27.4 

44.2 

12.6 

4.2 

6.3 

64.2 

20.0 

2.1 

79.0 

15.2 

18.1 

11.4 

1.0 

1.0 

41.9 

15.2 

1.0 

86.7 

6.7 

0.0 

6.7 

0.0 

0.0 

20.0 

26.7 

0.0 

25.5 

31.7 

39.9 

34.6 

6.7 

0.5 

27.4 

7.7 

0.5 

22.7 

39.8 

30.7 

19.3 

6.8 

8.0 

36.4 

14.8 

0.0 

0% 50% 100%

配偶者（夫・妻）

息子

娘

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

介護サービスのヘルパー

その他

無回答

１人暮らし（n=95）
夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）（n=105）
夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）（n=15）
息子・娘との２世帯（n=208）
その他（n=88）
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（５）主な介護者の性別 
主な介護者の性別について、「男性」が 25.1％、「女性」が 67.9％となっています。 

（６）主な介護者の年齢
主な介護者の年齢について、「60代」が 27.0％で最も多く、次いで「80代」が 22.5％、
「70代」が 18.2％となっています。 

要
介
護
度
別

25.1 

25.7 

24.3 

67.9 

67.9 

67.6 

6.9 

6.4 

8.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=533）

要介護１・２

（n=358）

要介護３～５

（n=173）

男性 女性 無回答

要
介
護
者
の
年
齢
別

6.2 

11.1 

13.3 

9.1 

6.7 

3.8 

17.3 

5.6 

16.7 

7.3 

29.2 

16.6 

27.0 

38.9 

10.0 

3.6 

9.0 

35.3 

18.2 

22.2 

53.3 

43.6 

16.9 

11.3 

22.5 

0.0 

3.3 

12.7 

31.5 

26.3 

2.3 

5.6 

3.3 

10.9 

1.1 

0.6 

6.6

16.7 

0.0 

12.7 

5.6 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=533）

65～69歳
（n=18）

70～74歳
（n=30）

75～79歳
（n=55）

80～84歳
（n=89）

85歳以上

（n=320）

40代以下 50代 60代 70代 80歳以上 わからない 無回答
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（７）主な介護者の要介護度
主な介護者の要介護度について、「受けていない」が 49.7％で最も多く、次いで「要介
護１・２」が 23.6％、「要介護３～５」が 14.1％となっています。 

49.7

66.6

4.9

3.2

23.6

16.7

14.1

7.8

1.9

0.6

5.8

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=533）

令和元年度調査

（n=619）

要
介
護
度
別

50.6 

48.6 

6.4 

1.7 

34.6 

1.2 

0.6 

41.6 

2.2 

1.2 

5.6 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

（n=358）

要介護３～５

（n=173）

受けていない 要支援１・２ 要介護１・２

要介護３～５ わからない 無回答
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（８）主な介護者が行っている介護
主な介護者が行っている介護について、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」が
73.4％で最も多く、次いで「食事の準備（調理等）」が 69.2％、「外出の付き添い、送迎
等」が 67.5％となっています。 

24.6

22.1

22.1

37.9

22.3

37.0

25.7

67.5

55.7

28.0

16.3

69.2

73.4

62.1

4.1

0.9

5.1

9.5 

9.2 

12.0 

33.5 

11.5 

22.6 

14.2 

70.1 

48.9 

26.3 

14.0 

68.7 

74.9 

62.3 

4.7 

0.8 

4.5 

56.1 

49.1 

43.4 

46.2 

45.1 

67.1 

49.7 

62.4 

70.5 

31.8 

21.4 

69.9 

69.9 

62.4 

2.9 

1.2 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

全体（n=533）
要介護１・２（n=358）
要介護３～５（n=173）
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３ 日常生活について 
（１）外部の支援が必要だと感じること 
日常生活で必要だと思う外部の支援について、『必要だと感じる』（「現に支援を受け
ている」と「必要である」の合計）では、「⑥ 話し相手」が 50.0％で最も多く、次いで
「⑦ 移送支援（送迎や車いす対応車の貸し出し）」が 48.3％、「⑤ 外出支援」が 44.8％
となっています。 

①買い物 

【家族構成別】 

(n=709) (n=600) (n=518) (n=420) (n=191) (n=177)

全体 要介護１・２ 要介護３～５

16.4 14.3 16.4 15.0 16.2 13.0

18.5 22.3 22.2 21.2
8.4 

24.9

34.9 36.6 38.6 36.2 

24.6 

37.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=121) (n=106) (n=156) (n=120) (n=8) (n=15) (n=283) (n=230) (n=130) (n=101)

１人暮らし 息子・娘との２世帯 その他
夫婦２人暮らし

（配偶者65歳以上）
夫婦２人暮らし

（配偶者64歳以下）

38.0 
29.2

14.1 15.0
0.0 0.0

11.0 8.7 12.3 10.9

29.8 
28.3

23.1 
30.0

25.0 
40.0 12.7 15.2

16.2 20.8

67.8 

57.5 

37.2 
45.0 

25.0 

40.0 

23.7 23.9 
28.5 31.7 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)



62 

②ごみ出し 

【家族構成別】 

③食事を作ること 

【家族構成別】 

(n=709) (n=600) (n=518) (n=420) (n=191) (n=177)

全体 要介護１・２ 要介護３～５

14.0 12.5 13.3 13.1 15.7 11.3

15.7 19.8 17.8 18.6 9.9 22.6

29.7 32.3 31.1 31.7 
25.6 

33.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=121) (n=106) (n=156) (n=120) (n=8) (n=15) (n=283) (n=230) (n=130) (n=101)

息子・娘との２世帯 その他１人暮らし
夫婦２人暮らし

（配偶者65歳以上）
夫婦２人暮らし

（配偶者64歳以下）

29.8 24.5
13.5 13.3

0.0 0.0
9.9 8.7 10.8 8.9

30.6 
32.1

16.0 22.5
37.5 

26.7 9.5 12.6 13.8 16.8

60.4 56.6 

29.5 
35.8 37.5 

26.7 
19.4 21.3 24.6 25.7 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=709) (n=600) (n=518) (n=420) (n=191) (n=177)

全体 要介護１・２ 要介護３～５

17.5 14.5 17.0 15.0 18.8 13.6

18.1 23.2 20.5 22.4 11.5 24.3

35.6 37.7 37.5 37.4 
30.3 

37.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=121) (n=106) (n=156) (n=120) (n=8) (n=15) (n=283) (n=230) (n=130) (n=101)

息子・娘との２世帯 その他１人暮らし
夫婦２人暮らし

（配偶者65歳以上）
夫婦２人暮らし

（配偶者64歳以下）

41.3 
31.1

12.2 10.0 12.5 
0.0

12.0 11.3 14.6 10.9

28.1 

28.3

19.9 29.2
12.5 33.3 13.4 17.0

18.5 24.8

69.4 

59.4 

32.1 
39.2 

25.0 
33.3 

25.4 28.3 
33.1 35.7 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)
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④居室の掃除 

【家族構成別】 

⑤外出支援 

【家族構成別】 

(n=709) (n=600) (n=518) (n=420) (n=191) (n=177)

全体 要介護１・２ 要介護３～５

16.6 14.2 16.6 13.8 16.8 15.3

16.9 22.0 19.9 20.7 8.9 
24.3

33.5 36.2 36.5 34.5 
25.7 

39.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=121) (n=106) (n=156) (n=120) (n=8) (n=15) (n=283) (n=230) (n=130) (n=101)

息子・娘との２世帯 その他１人暮らし
夫婦２人暮らし

（配偶者65歳以上）
夫婦２人暮らし

（配偶者64歳以下）

45.5 
28.3

9.0 15.0
0.0 0.0

11.0 9.1 13.1 10.9

19.0 

32.1

22.4 
25.0

25.0 
33.3 13.8 15.2

16.2 20.8

64.5 
60.4 

31.4 
40.0 

25.0 
33.3 

24.8 24.3 
29.3 31.7 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=709) (n=600) (n=518) (n=420) (n=191) (n=177)

全体 要介護１・２ 要介護３～５

15.4 14.8 14.1 15.2 18.8 14.1

23.7 30.0 26.8 28.6 15.2 
33.3

39.1 
44.8 40.9 43.8 

34.0 

47.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=121) (n=106) (n=156) (n=120) (n=8) (n=15) (n=283) (n=230) (n=130) (n=101)

息子・娘との２世帯 その他１人暮らし
夫婦２人暮らし

（配偶者65歳以上）
夫婦２人暮らし

（配偶者64歳以下）

26.4 19.8
10.3 15.8

0.0 6.7 14.5 12.6 14.6 13.9

38.8 
42.5

26.3 
29.2

25.0 

33.3 18.4 25.2 19.2 
30.7

65.2 62.3 

36.6 
45.0 

25.0 

40.0 
32.9 

37.8 
33.8 

44.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)
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⑥話し相手 

【家族構成別】 

⑦移送支援（送迎や車いす対応車の貸し出し）

【家族構成別】 

(n=709) (n=600) (n=518) (n=420) (n=191) (n=177)

全体 要介護１・２ 要介護３～５

15.2 17.7 14.5 18.6 17.3 15.8

28.1 
32.3 31.7 31.0

18.3 
35.0

43.3 
50.0 46.2 49.5 

35.6 

50.8 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=121) (n=106) (n=156) (n=120) (n=8) (n=15) (n=283) (n=230) (n=130) (n=101)

息子・娘との２世帯 その他１人暮らし
夫婦２人暮らし

（配偶者65歳以上）
夫婦２人暮らし

（配偶者64歳以下）

31.4 23.6
7.7 14.2 12.5 

0.0
14.5 19.1 12.3 13.9

41.3 
43.4

27.6 
30.8

12.5 40.0
24.4 

28.3
26.2 

31.7

72.7 
67.0 

35.3 
45.0 

25.0 

40.0 38.9 
47.4 

38.5 
45.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=709) (n=600) (n=518) (n=420) (n=191) (n=177)

全体 要介護１・２ 要介護３～５

21.0 18.8 18.3 16.7
28.3 24.3

21.7 29.5 22.8 28.1
18.8 32.2

42.7 
48.3 

41.1 44.8 47.1 
56.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)

(n=121) (n=106) (n=156) (n=120) (n=8) (n=15) (n=283) (n=230) (n=130) (n=101)

息子・娘との２世帯 その他１人暮らし
夫婦２人暮らし

（配偶者65歳以上）
夫婦２人暮らし

（配偶者64歳以下）

28.9 
19.8 14.1 18.3

0.0 0.0

22.6 19.6 20.0 21.8

28.9 
37.7

20.5 

33.3

25.0 

46.7
19.4 22.2 22.3 

28.7

57.8 57.5 

34.6 

51.6 

25.0 

46.7 
42.0 41.8 42.3 

50.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

令和元

年度

令和４

年度

現に支援を受けている 必要である(％)
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４ 健康について 
（１）主観的な健康状態について 
主観的な健康状態について、「まあよい」が 53.3％で最も高く、次いで「あまりよくな
い」が 30.7％、「よくない」が 8.3％と続いています。 
日常生活圏域別でみると、『よい（「とてもよい」と「まあよい」の合計）』では、東条
圏域が 59.3％で最も高くなっています。 

2.5 

3.8

53.3 

56.0

30.7 

28.8

8.3 

7.8

5.2 

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=600）

令和元年度調査

（n=709）

要
介
護
度
別

2.6 

2.3 

55.0 

49.2 

31.2 

29.4 

6.4 

13.0 

4.8 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

（n=420）

要介護３～５

（n=177）

日
常
生
活
圏
域
別

2.6 

1.9 

3.0 

50.8 

55.5 

56.3 

34.2 

25.8 

28.1 

6.8 

11.0 

8.9 

5.5 

5.8 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=307）

滝野圏域

（n=155）

東条圏域

（n=135）

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答
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（２）病院・医院（診療所やクリニック）にかかっているか
病院・医院（診療所やクリニック）にかかっているかについて、「通院している」が 79.3％
で最も高く、次いで「往診を受けている」が 11.2％、「かかっていない」が 3.5％と続い
ています。 
『かかっている（「通院している」と「往診を受けている」の合計）』では、90.5％と
なっています。 

79.3 

80.8

11.2 

9.2

3.5 

4.2

6.0 

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=600）

令和元年度調査

（n=709）

要
介
護
度
別

86.4 

62.7 

6.2 

22.6 

3.3 

4.0 

4.0 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

（n=420）

要介護３～５

（n=177）

日
常
生
活
圏
域
別

78.5 

82.6 

77.8 

12.4 

6.5 

13.3 

2.9 

5.2 

3.0 

6.2 

5.8 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=307）

滝野圏域

（n=155）

東条圏域

（n=135）

通院している 往診を受けている かかっていない 無回答
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（３）過去１年間の医療機関への入院の有無
過去１年間の医療機関への入院の有無については、「ある」が 46.5％、「ない」が 49.2％
となっています。 

46.5 

46.0

49.2 

51.3

4.3 

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=600）

令和元年度調査

（n=709）

要
介
護
度
別

41.0 

59.3 

55.0 

36.2 

4.0 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

（n=420）

要介護３～５

（n=177）

日
常
生
活
圏
域
別

50.5 

40.6 

43.7 

45.6 

54.8 

51.9 

3.9 

4.5 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=307）

滝野圏域

（n=155）

東条圏域

（n=135）

ある ない 無回答
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（４）退院後、介護保険等サービスへの移行や連携で困ったこと
退院後、介護保険等サービスへの移行や連携で困ったことについて、「特になし」が
36.2％で最も高く、次いで「家族の介護負担が大きかった」が 26.9％、「現在も入院中」
が 13.6％と続いています。 

※「特になし」については、令和４年度調査から追加された選択肢

12.9 

3.6 

2.2 

1.8 

2.9 

26.9 

3.9 

13.6 

36.2 

10.4 

14.1 

3.4 

1.8 

3.1 

1.8 

33.4 

14.1 

10.1 

32.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

介護保険サービス等をどのように利用したらよい

かわからなかった

施設入所を希望したが入所できなかった

在宅での介護保険サービスが十分でなかった

在宅での介護保険以外のサービスが十分でなかっ

た

在宅医療が十分でなかった

家族の介護負担が大きかった

その他

現在も入院中

特になし

無回答

令和４年度調査（n=279）
令和元年度調査（n=326）
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【要介護度別】

12.9

3.6

2.2

1.8

2.9

26.9

3.9

13.6

36.2

10.4

15.1 

2.3 

1.7 

1.2 

2.9 

23.3 

3.5 

9.9 

41.9 

10.5 

9.5 

5.7 

2.9 

1.9 

2.9 

31.4 

4.8 

20.0 

27.6 

10.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

介護保険サービス等をどのように利用したらよい

かわからなかった

施設入所を希望したが入所できなかった

在宅での介護保険サービスが十分でなかった

在宅での介護保険以外のサービスが十分でなかっ

た

在宅医療が十分でなかった

家族の介護負担が大きかった

その他

現在も入院中

特になし

無回答

全体(n=279)
要介護１・２(n=172)
要介護３～５(n=105)
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５ 介護保険制度と介護保険サービスについて
（１）介護サービス等を利用しているか
介護サービス等を利用しているかについて、「はい」が 84.8％、「いいえ」が 11.7％
となっています。 

84.8 11.7 3.5 

60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=600）

要
介
護
度
別

85.0 

84.2 

11.9 

11.3 

3.1 

4.5 

60% 80% 100%

要介護１・２

（n=420）

要介護３～５

（n=177）

日
常
生
活
圏
域
別

86.3 

83.2 

83.0 

11.1 

13.5 

11.1 

2.6 

3.2 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=307）

滝野圏域

（n=155）

東条圏域

（n=135）

はい いいえ 無回答
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（２）介護サービスの満足度
介護サービスの満足度について、満足している割合（「満足」と「おおむね満足」の合
計）は 81.1％となっています。 
要介護度別でみると、満足している割合は要介護１・２では 83.2％、要介護３～５で
76.5％となっています。 
日常生活圏域別でみると、満足している割合はいずれの圏域も約８割となっていますが、
「満足」では、社圏域が 27.9％で最も高くなっています。 

27.3 

32.5

53.8 

54.8

12.6 

5.9

2.0 

0.6

0.6 

0.5

3.7 

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=509）

令和元年度調査

（n=644）

要
介
護
度
別

28.0 

26.2 

55.2 

50.3 

10.6 

16.8 

1.4 

3.4 

0.6 

0.7 

4.2 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

（n=357）

要介護３～５

（n=149）

日
常
生
活
圏
域
別

27.9 

26.4 

27.7 

54.0 

53.5 

53.6 

10.9 

14.0 

14.3 

1.9 

2.3 

1.8 

0.4 

0.8 

0.9 

4.9 

3.1 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社圏域

（n=265）

滝野圏域

（n=129）

東条圏域

（n=112）

満足 おおむね満足 どちらともいえない

やや満足 不満 無回答



72 

６ 市で実施している主な介護予防・生活支援・福祉サービスについて
（１）介護予防・生活支援サービスの認知度状況
介護予防・生活支援サービスの認知度状況について、「① かとうまちかど体操教室」が
39.0％で最も多く、次いで「④ 福祉車両の貸出」が 29.3％、「③ 移送サービス」が 28.5％
となっています。 

（n=600）

③移送サービス

①かとうまちかど体操教室

②権利擁護事業

④福祉車両の貸出

⑤ひとり外出見守り・
ＳＯＳネットワーク事業

⑥おでかけ安心ＧＰＳ事業

39.0 

12.3 

28.5 

29.3 

18.2 

13.7 

50.5 

74.0 

59.3 

58.2 

68.8 

73.3 

10.5 

13.7 

12.2 

12.5 

13.0 

13.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答
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７ 今後の生活と福祉や介護保険制度について
（１）今後の住まいの希望 
今後の住まいへの考えについて、「現在の住居で暮らし続けたい」が 71.2％で最も多く、
次いで「特別養護老人ホーム」が 10.7％、「軽費老人ホームやケアハウス」が 4.2％とな
っています。 

71.2 

69.3

0.7 

0.8

1.5 

1.4

4.2 

4.4

2.0 

1.4

10.7 

10.2

2.0 

2.4

7.8 

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=600）

令和元年度調査

（n=709）

要
介
護
度
別

76.2 

59.3 

1.0 

0.0 

1.4 

1.7 

3.8 

5.1 

2.4 

1.1 

7.9 

17.5 

1.0 

4.5 

6.4 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

（n=420）

要介護３～５

（n=177）

家
族
構
成
別

68.9 

70.8 

53.3 

73.0 

75.2 

2.8 

0.0 

0.0 

0.4 

0.0 

2.8 

0.8 

0.0 

1.3 

2.0 

4.7 

4.2 

6.7 

2.6 

5.9 

1.9 

3.3 

6.7 

1.3 

0.0 

10.4 

10.8 

20.0 

13.0 

5.9 

1.9 

0.8 

6.7 

1.7 

4.0 

6.6 

9.2 

6.7 

6.5 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人暮らし

（n=121）

夫婦２人暮らし

（配偶者65歳以上）

（n=156）
夫婦２人暮らし

（配偶者64歳以下）

（n=8）

息子・娘との２世帯

（n=283）

その他

（n=130）

現在の住居で暮らし続けたい
子どもや親せきなどの家に移って暮らしたい
介護サービス付高齢者賃貸住宅
軽費老人ホームやケアハウス
グループホーム
特別養護老人ホーム
その他
無回答
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（２）今後の住まいへの考えについての話し合い 
今後の住まいへの考えについての話し合いについて、「話し合ったことがある」が 52.5％
で最も多く、次いで「全くしていない」が 41.3％、「話し合い、その結果を紙などに記載
した」が 0.5％となっています。 

41.3

28.8

52.5

52.6

0.5

3.2

5.7

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=600）

令和元年度調査

（n=709）

要
介
護
度
別

43.1 

36.7 

51.9 

54.2 

0.0 

1.7 

5.0 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

（n=420）

要介護３～５

（n=177）

家
族
構
成
別

39.6 

35.0 

26.7 

46.1 

41.6 

56.6 

58.3 

66.7 

47.8 

53.5 

0.9 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

2.8 

6.7 

6.7 

5.2 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人暮らし

（n=121）

夫婦２人暮らし

（配偶者65歳以上）

（n=156）
夫婦２人暮らし

（配偶者64歳以下）

（n=8）

息子・娘との２世帯

（n=283）

その他

（n=130）

全くしていない

話し合ったことがある

話し合い、その結果を紙などに記載した

無回答
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（３）加東市において、特に重要になると思う施策 
これからの加東市において特に重要な施策について、「買い物支援、宅配、給食・配食
サービスなど食を支えるサービス」が 35.2％で最も多く、次いで「介護サービス事業所（入
所施設も含む）などの量的充実」が 27.3％、「介護サービス（訪問介護、通所介護、短期
入所など）の質の向上」が 25.5％となっています。 

13.3 

3.2 

11.7 

10.2 

35.2 

16.2 

25.5 

27.3 

5.8 

17.2 

20.2 

5.5 

8.0 

3.8 

17.8 

2.0 

0.7 

14.0 

16.8 

5.6 

17.5 

15.0 

41.0 

20.2 

32.3 

31.6 

12.6 

24.8 

32.3 

7.2 

10.2 

7.2 

23.6 

4.2 

1.8 

17.8 

0% 20% 40% 60%

高齢者が参加する健康づくりや趣味等のグループ

活動を身近な地域で行う通いの場づくり

高齢者自身のボランティア活動参加促進による相

互に支えるしくみづくり

自治会や事業所などとの連携による高齢者を地域

で見守り、支えるネットワークづくり

高齢者のいきがいと活躍の場づくり（高齢者の雇

用や社会参加の促進）

買い物支援、宅配、給食・配食サービスなど食を

支えるサービス

訪問理美容（理・美容店に行くことが困難な方

に、理・美容師が出張して行うサービス）

介護サービス（訪問介護、通所介護、短期入所な

ど）の質の向上

介護サービス事業所（入所施設も含む）などの量

的充実

地域における高齢者の総合相談機能（地域包括支

援センター）の充実

地域医療、リハビリテーション、看護の充実

移送サービスや公共交通などの交通機関の充実

介護保険施設ではない高齢者向け住宅などの住宅

施策

生活困窮予防などの対策

自主防災組織等との連携など災害時の援護体制の

整備

認知症を有する人の暮らしを守るための施策

高齢者の虐待や消費者被害の防止

その他

無回答

令和４年度調査（n=600）
令和元年度調査（n=709）
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８ 主な介護者の考えについて 
（１）主な介護者が介護について相談する相手 
主な介護者が介護について相談する相手について、「ケアマネジャー」が 66.7％で最も
多く、次いで「家族・親族」が 56.8％、「医師」が 23.3％となっています。 

56.8 

15.3 

4.3 

13.5 

66.7 

9.2 

1.0 

20.0 

23.3 

3.3 

2.0 

1.8 

0.8 

2.5 

11.7 

58.0 

14.7 

2.8 

13.4 

63.6 

7.9 

0.4 

16.5 

23.1 

3.1 

2.3 

1.8 

0.8 

2.1 

15.2 

0% 20% 40% 60% 80%

家族・親族

友人・知人

近所の人、ボランティアの人等

介護が必要な本人

ケアマネジャー

地域包括支援センター・市役所

保健所

介護サービス事業者

医師

病院の医療ソーシャルワーカー

民生委員

勤務先

その他

誰にも相談していない

無回答

令和４年度調査（n=600）
令和元年度調査（n=709）



77 

（２）認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいるか 
自身や家族の認知症の症状有無について、「はい」が 49.7％、「いいえ」が 38.5％と
なっています。 

49.7

40.8

38.5

44.4

11.8

14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=600）

令和元年度調査

（n=709）

要
介
護
度
別

48.8 

51.4 

38.6 

39.0 

12.6 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

（n=420）

要介護３～５

（n=177）

はい いいえ 無回答
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（３）困っている認知症に伴う行動や症状
困っている認知症に伴う行動や症状について、「同じことを何度も聞く」が 63.4％で最
も高く、次いで「排泄の失敗」が 48.7％、「無気力で、元気がなくなる」が 31.5％と続い
ています。 

19.5

31.5

8.1

26.2

14.1

48.7

23.2

29.2

63.4

18.5

14.1

14.8

2.7

1.0

23.9 

31.2 

6.3 

26.3 

12.2 

43.9 

22.4 

25.4 

69.8 

22.0 

14.1 

15.1 

2.9 

0.5 

9.9 

31.9 

12.1 

26.4 

18.7 

59.3 

25.3 

36.3 

49.5 

11.0 

14.3 

14.3 

2.2 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

しまい忘れを勘違いし「盗られた」等騒ぐ

無気力で、元気がなくなる

どこにいるかわからなくなり、帰れない

不安やいらいらで攻撃的になる

物の形や影、物音などを間違える（幻覚）

排泄の失敗

食べ過ぎなどの食行動の混乱

夜間不眠など生活リズムの混乱

同じことを何度も聞く

サービスの利用を嫌がる

火の不始末

その他

困っていることは特にない

無回答

全体(n=298)
要介護１・２(n=205)
要介護３～５(n=91)
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（４）主な介護者の今後の介護に対する考え 
主な介護者の今後の介護に対する考えについて、「現在の住居で、介護サービスを利用
しながら介護を続けたい」が 47.7％で最も多く、次いで「特別養護老人ホームに入所させ
たい」が 13.8％、「軽費老人ホームやケアハウスに入所させたい」が 5.8％となっていま
す。 

2.8

3.2

47.7

54.2

0.5

0.7

1.2

1.0

5.8

4.9

3.8

2.3

13.8

10.3

2.7

2.5

21.7

20.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度調査

（n=600）

令和元年度調査

（n=709）

要
介
護
度
別

3.1 

2.3 

49.0 

44.1 

0.7 

0.0 

1.0 

1.7 

6.7 

4.0 

4.5 

2.3 

10.2 

22.6 

1.9 

4.5 

22.9 

18.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１・２

（n=420）

要介護３～５

（n=177）

家
族
構
成
別

40.6 

49.2 

46.7 

49.1 

52.5 

0.9 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

3.8 

1.7 

0.0 

0.0 

1.0 

3.8 

5.8 

6.7 

6.1 

6.9 

7.5 

3.3 

6.7 

2.2 

4.0 

11.3 

14.2 

13.3 

17.8 

10.9 

2.8 

0.8 

6.7 

3.0 

4.0 

26.4 

21.7 

20.0 

18.3 

18.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人暮らし

（n=121）

夫婦２人暮らし

（配偶者65歳以上）
（n=156）

夫婦２人暮らし

（配偶者64歳以下）
（n=8）

息子・娘との２世帯

（n=283）

その他

（n=130）

現在の住居で、介護サービスを利用しながら介護を続けたい
子どもや親せきなどの家に移って介護をしてもらいたい
介護サービス付高齢者賃貸住宅に入居させたい
軽費老人ホームやケアハウスに入居させたい
グループホームを利用したい
特別養護老人ホームに入所させたい
その他
無回答
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９ 調査結果の考察 
（１）要介護認定者本人についての現状・課題 
① 家族や生活状況について 

○ 家族構成について、全体では令和元年度調査時と大きな変化はありませんが、要介護度

３～５では１人暮らし世帯が 9.4％から 14.1％で 4.7 ポイント増加しています。 

○ 要介護者と主な介護者の年齢についてみると、「老老介護」が多くみられ、85 歳以上

の要介護者では介護者の年齢 60 代以上が 72.9％、介護者の年齢 80 歳以上は 26.3％と

なっています。 

○ 主な介護者の要介護度についてみると、要介護１・２では令和元年度調査時の 16.7％

から 23.6％と 6.9 ポイント増加、要介護３～５では 7.8％から 14.1％と 6.3 ポイント

増加しています。 

② 日常生活について 

○ 外部の支援が必要だと感じることについて家族構成別にみると、夫婦２人暮らし（配偶

者 65 歳以上）を除く全ての世帯で、現に支援を受けている割合が令和元年度調査時よ

り減少している項目が多くなっており、且つ必要であると思っている割合の増加項目

が多くなっていることから、全体的に必要であると感じているのに支援を利用してい

ない状況がみられました。 

③ 介護保険サービス、介護予防・生活支援・福祉サービスについて 

○ 居宅介護サービスについて、満足している（「満足」と「おおむね満足」の合計）割合

では、令和元年度調査の 87.3％から 81.1％と 6.2 ポイント減少しています。特に「満

足」の割合が令和元年度調査の 32.5％から 27.3％と 5.2 ポイントの減少で、減少幅が

大きくなっています。 

○ 保健福祉サービスの認知度についてみると、「かとうまちかど体操教室」（39.0％）が

最も多くなっていますが、他のサービス全ての割合が３割未満となっていることから、

サービスの認知が浸透していない状況が見られます。 

（２）要介護認定者の介護者についての現状・課題 
○ 主な介護者の要介護度についてみると、要介護（支援）認定を受けている人の割合が

42.6％となっています。 

○ 認知症の症状がある又は家族に認知症の症状がある人がいる割合は 49.7％で、半数近

くで近くに認知症状の人がいる状況となっています。 

○ 今後の介護意向として、在宅を希望している割合は 50.5％となっていましたが、要介

護者本人の「現在の住居で暮らし続けたい」（71.2％）意向に比べると、少なくなって

います。 


